
【 課題と対応 】

医療情報データの抽出・変換・出力・分析が可能な人材が不足しているため、指標に基づく診療の質改善に必要とされる臨

床指標（CI）及び質指標（QI)の策定が困難な状況である。この課題を解決するため、指標策定及び改善活動に必須である人

的制度を確立し、「医療情報分析アシスタント」を養成する。

医療情報分析アシスタント制度の概要

■ 臨床及び経営指標等の作成及び
メンテナンス支援
（医療データ解析等業務の補助）

【 本制度により期待される効果 】

・リアルタイムデータ（QI等策定）及びその他医療ビッグデータの抽出・変換・出力・分析に係るマンパワーの確保

・大学院卒業後に本院技術者として採用する等のキャリア拡充

・社会に対して医療ビッグデータに関する技術等を備えた人材の還元

本院・地域医療
機関の医療情報
部門

行政機関の
医療政策部門

大学・研究機関・
企業の医療情報
解析部門

■ 本学のプロジェクト事業に係る研究
又は研究支援
（医療ビッグデータの解析及び活用）

※④医学・医療に関する知識と
情報処理の知識を併せ持つ
スペシャリスト

本学工学系の大学院生

医療情報分析アシスタント

雇用形態：個別契約職員

（ 所属：総合臨床研究部 ）

医療情報技師（※④）

（日本医療情報学会認定）

対象：ビッグデータ及び統計学
に精通した学生(※②）を想定

医療情報にかかる高度な技術
を備えた人材の創出と還元

関係教員等(※③）による
OJT

【 医療情報分析アシスタント制度によるキャリアプラン 】

医学分野
情報処理
分野

医療情報
システム
分野

※③総合臨床研究部研究ﾃﾞｰﾀ管理ｾﾝﾀｰ 特任助教、

医療の質・安全管理部教授、

医療情報経営企画部教授、

中央病歴室 診療情報管理士

※②【自然科学教育部】

(博士前期)

・情報工学教育プログラム(情報電気工学専攻)

(博士後期)

・先端情報通信工学教育プログラム

総合臨床研究部、医療情報経営企画部等
教員による学会資格取得支援

本院で大学院カリキュラ
ムに基づく実習（※①）

※①カリキュラム受講者より雇用対
象者を選考


